
アート・イベントのお知らせ

小川原脩展　「小川原脩　遥かなるイマージュⅠ」

　「遥かなるイマージュ」は小川原脩の創作姿勢を想起させるフレー

ズです。小川原脩作品の全年代を網羅しながら、1930 年代後半のシュ

ルレアリスム作品から 1950 年代にいたる作品を充実させて紹介しま

す。

　会　期： 開催中～ 8月 26 日（日）

アート探訪〈みて・きいて〉15「農民画家ブリューゲル」  

　16 世紀のフランドル（今のベルギー、オランダ）絵画を代表するピー

ター・ブリューゲル。寓意画や風景画の他に、農民の日常生活をあり

のままに表現した革新的な作品を数多く残しています。

　日　時：6月 2日（土）14 時～ 15 時

　お話し：柴　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

－19－ －18－

■常設展示

■企画展示

　岩見沢に行ってきました。目指す先

は「岩見沢市絵画ホール・松島正幸記

念館」。道内画壇の巨匠を常設展示す

る一方、北海道の美術を多彩な切り口

で紹介しているこの美術館、以前から

気になっていたのです。

　建物は 1932 年建築の旧警察署庁舎

を改装、美術館として 1990 年にオー

プンしました。天井や階段などには、

当時の重厚な造りが見事に生かされて

います。さらに注目はその活動。常設

展に加え、今年度の企画展は何と 10

本を数え、コンサートも 10 回、教育

大学と手を組むワークショップ、500

人の生徒利用を目指す学校との連携授

業、来館記念用の手作りグッズ、と驚

くほど意欲的です。ところが、スタッ

フは元小学校教諭の白井万壽子館長と

事務系のお二人のみ。脱帽です。

警察署が美術館？

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

武内コレクション・プラス展　「ちいさな犬の作品たち」

　「武内コレクション」は、美術館開設に力を注いだ故・武内一男氏

から寄贈を受けた道内外の著名な作家作品が多く含まれる当館のもう

ひとつのコレクションです。小川原脩が描く「小さな犬」を題材とし

た作品とともに紹介します。

　会　期： 開催中～ 7月 8日（日）

―森のルビー―
422 回

『無題』

1975 年　小川原　脩　画

　少しずつ夏が近づき、生き物たちも活発に動き始める季節。百年の森の少し湿った

林道を歩いていると、オオウバユリの葉の上に止まっているカタクリハムシの姿が目

に飛び込んできた。ルビーのような朱色の体は、オオウバユリの鮮やかな緑とあいまっ

てよく目立つ。カタクリハムシは名前の通りカタクリに由来していて、カタクリやオ

オウバユリといったユリ科植物の葉を食べる。別名ユリハムシともいうが、こちらの

ほうがしっくりくる。なぜなら、私はカタクリに止まっている姿を一度たりとも見た

ことがないのだから！

　以前、カタクリにつくカタクリハムシを見てみたいと思い、春の百年の森で探した

ことがある。百年の森にはカタクリが多数生えており、エサになる植物は十分にある

　野山や庭先では、春の花が「また来年」と別れを告げ、次第に夏

の花へと移ろい始めている。

　今も昔も、洋の東西も問わず多くの画家が、その色・形に惹かれ

て花々を描いてきた。小川原脩もまた、さまざまな花を題材にして

いる。カーネーション、ダリア、パンジー…そして夏の花は「ユリ」

である。

　このユリは珍しく上を向いて咲いている。上を向いて咲く種類は

限られるようで、スカシユリと思われる。画面全体が黄昏時のよう

に赤みを帯び、花の色も実際より赤みがつよい印象だ。

　神妙にうずくまる犬と、その手前に大きく、花だけが描かれてい

るユリ。大きく開いた花に鼻先を向けている。もし私がこの犬と親

しい関係であったなら、背をなでて、花を眺めているのか、何か良

い香りがしてくるのかと、思わず話しかけたくなる。小川原ならで

はの組み合わせの妙が、ここでも生きている。

　　

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

はずなのだが、葉の表面をなめ取るような独特の食べ痕は一向に見当たらなかった。　

　この虫に「カタクリ」とつけた人は一体どんな姿を見たのだろうか。身近なところにいる生き物でも、まだまだわ

からないことばかりだ。

文：小田桐　亮（倶知安風土館　学芸員）

■土曜サロン

展覧会のお知らせ

▲カタクリハムシと食べ痕（ハ
　ムシの左上）

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

開館時間は 9時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分まで）

※（　）内は 10 名以上の団体料金

6 月の休館日 毎週火曜日、
27～28日（臨時休館）

「ブリューゲルの動く絵」2011 年 /96 分 / ポーランド・スウェーデン 

■アート・シネマ館

「カザフ民族音楽演奏会～父に学んだ民族の心」

「小川原脩この一点」

■ロビー・コンサート

■アート・トーク

　ブリューゲルの名作「十字架を担うキリスト」の世界を、実写の映

像と CG により再現。絵の中の風車が回り出すとともに、絵の中の人々

や動物たちなどが一斉に動き出し、様々な物語が繰り広げられます。

　日　時：6月 9日（土）14 時～ 15 時 40 分

　お話し：柴　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

第 1回ふるさと探訪　「ミヤマアズマギクに会いに白樺山に行こう」

　キク科のミヤマアズマギクは初夏一番に咲く可憐なキクで、ニセコ山系では白樺山がおすすめです。道すがら、ベ

ニバナイチゴやフギレオオバキスミレなどに会えるかもしれません。

講師：藤田 豊氏 （北方山草会会員）　　　　　　　　日時：6月 23 日（土）　8時～ 15 時　倶知安風土館集合

定員：先着 13 名（現地まで公用車で向かいます）　  費用：300 円（保険代）　

申込方法：倶知安風土館に電話で申し込み

　ドンブラはカザフ族に古くから伝わるリュート風の弦楽器。ブケン

バイ氏は父親の教えにより習得、故郷の伝統音楽を今に伝えています。

モンゴルの大草原に鳴り響く遊牧民の調べをお楽しみください。

　日　時：6月 16 日（土）14 時～ 15 時

　演　奏：ブケンバイ氏（ドンブラ）　会　場：当館ロビー（無料）

　当館が所蔵する小川原脩コレクションは約 700 点。その中から展示されている一点を選び、学芸員が作品にまつわ

るお話をします。

　会　場：第 1展示室（要観覧料）

①『ある晴れた日に』

　日　時：6月 23 日（土）14 時～ 14 時 30 分　お話し：沼田絵美（当館学芸員）

②『無題』（白馬の作品）

　日　時：6月 30 日（土）14 時～ 14 時 30 分　お話し：柴　勤（当館館長）


